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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年10月23日(2008.10.23)

【公表番号】特表2008-511635(P2008-511635A)
【公表日】平成20年4月17日(2008.4.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-015
【出願番号】特願2007-530162(P2007-530162)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 491/048    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｊ  69/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/58     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4355   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 491/048   ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ｃ０７Ｊ  69/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/58    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4355  　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １２１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月2日(2008.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　用語「スルホンアミド」は、技術分野で理解されており、以下の一般式で表されてよい
ような成分を含む：

ここで、Ｒ５０及びＲ５６は、上記のように規定される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
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　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、次式の化合物によって表される：

ここで、
Ｒ１２は、Ｈ、アルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、ヒドロキ
シル、アラルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、ハロアルキル、アルコキシル、
－Ｃ（Ｏ）Ｒ２１、－ＣＯ２Ｒ２１、－ＳＯ２Ｒ２１、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）（Ｒ２１

）、－［Ｃ（Ｒ２１）２］ｐ－Ｒ２１、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、
－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｏ
Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－ＳＯ２］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）ＳＯ２

］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｏ］ｑＲ２１

、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）］ｑＲ２１、又は－［（Ｗ）－Ｓ］ｑＲ２１；
Ｗはジラジカル；
ｑは、１、２、３、４、５、又は６；
Ｒ２０は、Ｈ、アルキル、アルケニル、アルキニル、アリール、シクロアルキル、ヘテロ
シクロアルキル、アラルキル、ヘテロアリール、又はヘテロアラルキル；或いは、任意の
二つのＲ２０の存在がまとまって、４～８員の置換されていてもよい環を形成し得るし；
Ｒ２１は、Ｈ、アルキル、アリール、シクロアルキル、ヘテロシクロアルキル、アラルキ
ル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、又は－［Ｃ（Ｒ２０）２］ｐ－Ｒ２５；或いは
、任意の二つのＲ２１の存在がまとまって、４～８員の置換されていてもよい環を形成し
得るし；
Ｒ２５は、ヒドロキシル、アシルアミノ、－Ｎ（Ｒ２０）ＣＯＲ２０、－Ｎ（Ｒ２０）Ｃ
（Ｏ）ＯＲ２０、－Ｎ（Ｒ２０）ＳＯ２（Ｒ２０）、－ＣＯＲ２０Ｎ（Ｒ２０）２、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）Ｒ２０Ｎ（Ｒ２０）（Ｒ２０）、－ＳＯ２Ｎ（Ｒ２０）（Ｒ２０）、－Ｎ（Ｒ２

０）（Ｒ２０）、－ＣＯＯＲ２０、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＯＨ）（Ｒ２１）、－ＯＳ（Ｏ）２Ｏ
Ｒ１９、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲ２０、－ＯＰ（Ｌ）（ＯＲ２０）（ＯＲ２０）、－ＮＰ（Ｏ）
（ＯＲ２０）（ＯＲ２０）、又は－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ２０）（ＯＲ２０）である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１

６、及びＲ１７が水素であることを特徴とする式２によって表される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０３】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１が、ヒドロキシル、糖、－
ＯＰ（Ｌ）（ＯＲ２０）２、－Ｘ－Ｃ（Ｌ）－Ｒ２１、又は－Ｘ－Ｃ（Ｌ）－Ｘ－Ｒ２１
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であるか； 或いは、前記Ｒ１及びＲ２のまとまりに炭素が加わったもの（該まとまりは
該炭素と結合している）が、－Ｃ（Ｏ）－を形成することを特徴とする式２によって表さ
れる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ４及びＲ５のまとまりが、二
重結合を形成することを特徴とする式２によって表される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０５】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１及びＲ２がまとまってそれ
らが結合している炭素と共に、－Ｃ（Ｏ）－を形成することを特徴とする式２によって表
される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１がヒドロキシルで、且つ、
前記Ｒ２がＨであることを特徴とする式２によって表される。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１がヒドロキシルで、前記Ｒ
２が水素であり；且つ、
前記Ｒ５及びＲ６のまとまりが、二重結合を形成するか；又は、前記Ｒ５及びＲ６のまと
まりが、１ｂ

（但し、ＺはＣ（Ｒ２３）（Ｒ２３）である）で表される基を形成することを特徴とする
式２によって表される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０８】
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　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１０及びＲ１１のまとまりが
、二重結合を形成するか；又は、前記Ｒ１０及びＲ１１のまとまりが、１ｂ

（但し、ＺはＣ（Ｒ２３）（Ｒ２３）である）で表される基を形成することを特徴とする
式２によって表される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０９】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ５及びＲ６のまとまりが、二
重結合を形成し、且つ、前記Ｒ１０及びＲ１１のまとまりが、二重結合を形成することを
特徴とする式２によって表される。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１及びＲ２がまとまってそれ
らが結合している炭素と共に、－Ｃ（Ｏ）－を形成し；Ｒ４とＲ５がまとまって二重結合
を形成し；且つ、前記Ｒ１０及びＲ１１のまとまりが二重結合を形成するか；若しくは、
前記Ｒ１０及びＲ１１のまとまりが１ｂ

（但し、ＺはＣ（Ｒ２３）（Ｒ２３）である）で表される基を形成することを特徴とする
式２によって表される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１がヒドロキシルで、且つ、
前記Ｒ２が水素であり；前記Ｒ１０及びＲ１１のまとまりが、二重結合を形成するか；又
は、前記Ｒ１０及びＲ１１のまとまりが、１ｂ

（但し、ＺはＣ（Ｒ２３）（Ｒ２３）である）で表される基を形成することを特徴とする
式２によって表される。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１２】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ８及びＲ９が水素であるか；
或いは、前記Ｒ８及びＲ９がまとまってそれらが結合している炭素と共に、－Ｃ（Ｏ）－
を形成していることを特徴とする式２によって表される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１３】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１２が、Ｈ、アルキル、シク
ロアルキル、アラルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、ハロアルキル、ヒドロキ
シル、アルコキシル、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｎ（
Ｒ２１）ＳＯ２］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）
－Ｏ］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、又は－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ］ｑＲ
２１であることを特徴とする式２によって表される。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１

６、及びＲ１７が水素であり；且つ、前記Ｒ１２が、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、ア
ラルキル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、ハロアルキル、ヒドロキシル、アルコキ
シル、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）ＳＯ２

］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｏ］ｑＲ２１

、－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、又は－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ］ｑＲ２１であること
を特徴とする式２によって表される。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１５】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記Ｒ４及びＲ５のまとまりが二重
結合を形成し；前記Ｒ１及びＲ２がまとまってそれらが結合している炭素と共に、－Ｃ（
Ｏ）－を形成し；且つ、前記Ｒ１２が、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、アラルキル、ヘ
テロアリール、ヘテロアラルキル、ハロアルキル、ヒドロキシル、アルコキシル、－［（
Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）ＳＯ２］ｑＲ２１、
－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｏ］ｑＲ２１、－［（Ｗ）
－Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、又は－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ］ｑＲ２１であることを特徴とする
式２によって表される。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１６
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１１６】
　ある実施形態においては、本発明の前記化合物は、前記前記Ｒ１がヒドロキシルで且つ
前記Ｒ２が水素であり；且つ、前記Ｒ１２が、Ｈ、アルキル、シクロアルキル、アラルキ
ル、ヘテロアリール、ヘテロアラルキル、ハロアルキル、ヒドロキシル、アルコキシル、
－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｎ（Ｒ２１）ＳＯ２］ｑＲ
２１、－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｎ（Ｒ２１）］ｑＲ２１、－［（Ｗ）－Ｏ］ｑＲ２１、－［
（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）］ｑＲ２１、又は－［（Ｗ）－Ｃ（Ｏ）Ｏ］ｑＲ２１であることを特徴
とする式２によって表される。
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